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1２月９日発行 

ひとり一人の個性が輝く

ＮＰＯ法人

十人十色
俊太郎さんありがとう！ 

俊太郎さんと遊んだ。「うんこの歌」を歌った。息子の賢作さん

のピアノで歌った。徳永進さんと、うちの孫やホームのみんな

と一緒に歌った。楽しかった。俊太郎さんと徳永進さんはうん

この被り物をかぶっている。「ごきぶりのうんこは小さい  ぞ

うのうんこは大きい(^^♪)うんこというものは～(^^♪)いろい

ろな色をしている   いろいろなにおいがするᶻ」 

今もＣＤ聞きながら一緒に大きな声で歌っている。わくわくす

る歌だ。 

 

俊太郎さん詩「生きているということ」 

生きているということ 

いま生きているということ 

鳥ははばたくということ 

生きているということ 愛するということ いのちということ 

…略 
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NPO法人十人十色 理事長 岸本美鈴 

 

俊太郎さんの詩は、命がワクワクする事を実感する。 

９月中旬の手刈りの稲刈りで、みんなと田んぼに入って汗だくで

作業しました。そう、田んぼは生きている。どろんこが生きてい

る。だから足を取られる。だから転ばされる。カエルや小動物が

生きている。田んぼはわくわくする。生きていると実感できる場

なんだ。 

生きているということ。生きていると実感すること。命がわくわ

くすること。 

６月に泥んこになりながら（今年は尻もちついた）、苗を植えて

（それまでに農業班はもみから苗に育てている）、毎日毎日、水

はこれでいいか、ちゃんと育っているか、田んぼに寄り添い声か

けて数か月…。やっと刈る時が来たのです。酷暑にも負けず、よ

くぞ育ってくれたと天地に感謝。お米さん一粒一粒に「ありがと

う」と頭を下げたくなってきます。そしてちゃんと言葉に出して

言うことね。恥ずかしがらないでそうれ！「ありがとう」。 

※谷川俊太郎さんたくさんの感動をありがとう！ご冥福をお祈り

します。またね！ 
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グループホーム 

知的、精神の手帳がある方 

ȏǪǚȐǞȎ 

ホームでは、なるべく、地域の行事に参加を呼び掛けています。

呼びかけに賛同した人が「クリーンもちがせ」（ゴミ拾い）や

「小地域懇談会」「刑務所矯正展バザー」に参加しました。毎年

開催されていてほぼ毎回参加している行事もありますが、今年初

めて参加したイベントは、「刑務所矯正展バザー」でした。 

「買い物をするだけで、役にたつ？」「買い物をするというボラ

ンティア？」と、それぞれ自分なりに理解して参加を決めたよう

です。私の担当する「更生保護女性会」のコーナーの店番をする

気で、エプロンを持ってきていた利用者さんもいました。（実際

には会員がたくさん店番をしていて、うちの利用者さんが店番を

しなくてすんだ）でもこの会に参加して、買い物をすることで誰

かの役にたったことがよっぽどうれしかったらしく、後日成年後

見の弁護士さんにうれしそうに、そして少し自慢げに報告してい

た顔が本当に素敵でした。人は、これほど、人の役に立つとか、

世の中のためになるのがうれしい生き物なんだと思わされる秋の

イベントでした。 

ニューフェイス紹介！ 

「ぼく小太郎！！」（保護猫） 

ホームにきたよ！！ 

 

隣のひろくんの所にやってきたの

で、ホームで協議。得意なＹちゃん

が（といろ通信５８号で紹介）担当

でホームで飼うことに決まりまし

た。よろしくにゃん！！ 
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毎日作業所に通い、うつむき加減の姿で

一日過ごして帰る、そんな日々を送って

いた Sさん。姿勢の悪さから誤嚥性肺炎

になり通院されました。これをきっかけ

に姿勢を良くするためにとスタッフの手

作り背当てを利用して「背筋を伸ばしま

しょう」の声掛け支援していました。あ

る日、看護師さんの問いかけで Sさんは

「五木ひろし」や「小柳ルミ子」の歌が

好きだと分かりました。それからは看護

ケア＋音楽療法が始まりました。ピアノ

の生演奏に合わせ足で拍子を取りながら

声を出して歌われたのです。勿論背筋ピ

ーンの姿勢です。ちょっとしたきっかけ

で Sさんの作業所での過ごし方が変わっ

た、そんな場面に立ち会えた喜びを感じ

ました。他の利用者さん達、生活介護の

雰囲気も少しずつ変化しつつあります。 

文/安東 文枝 

写真には写っていませんが机の

下で足をぴょこぴょこ動かして

拍子を取っています♪ 
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9月 9日㈪恒例の稲刈りを行いました。今年は秋晴れの

中、皆さん一緒に汗を流しました。春に皆で田植えをし

た田んぼが一面黄色に染まり実った稲穂も頭を下げてい

ます。一人ずつ手に鎌を持ち、一斉に田んぼの中へ。あ

ちこちで「ザクッザクッ」と稲を刈る音がしています。

あっという間に稲刈り終了です。晴天に恵まれて育った

稲。今年の出来はどうでしょう？                           

文/安東 文枝 

今年は鳥取環境大学の

学生も４名稲刈りに参

加して頂きました。 
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リハビリ 

「がんばって運動しましょう」

と声をかけると「がんばろー

か」言って取り組まれる T さ

ん。少しの時間ですが「100回し

たでγ」とうれしそうに教えて下

さいます。 

９月 

Aさん 

70 歳のお誕生日おめでとうござい

ます。カメラを向けると照れた様

子の Aさんでしたがにっこりと微笑

んで下さいました。これからもお

元気でいて下さいね！ 

10月 

もちがせふれあい祭りに出展す

る作品作りの様子です。切った

り貼ったりと細かい作業でした

が一生懸命取り組んで下さいま

した。完成が楽しみです♪ 

11/3 ふれあい祭りへ行ってきました 

展示品を見たり、踊りを鑑賞したりと久し

ぶりのお出かけで皆さん楽しそうでした。

T・M さんはお孫さんが書かれた習字の作品

をじっと見つめておられました。また皆さ

んで一生懸命取り組んだ作品もとても素敵

な仕上がりでした。 

文/竹中 純子 
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文/田中 俊一 

Ἠᴱ Ϲᶡ ў Ỏ ᶼ̽ 

 

令和６年１０月２５日に鳥取盲学校で生徒、保護者、先生、鳥取

市人権推進課推進員など３３名の参加者を得て「しょうがいのあ

るみんなとよっこらしょ」のテ－マで講演会が開催された。 

講演に先立ち、生徒とのワ－クから始まり、生徒が積極的にお話

しするなど和やかな講演で、参加者は真剣に傾聴していた。 

様々なしょうがいのある方々の体験談を交えて生活の様子や成長

の姿などの講話で、しょうがいがあってもなくてもお互いに支え

合えながら夢をもって生きていくことの大切さを学ぶ機会になっ

たと思います。終わりに“夢への挑戦 夢を叶えるために 目標に

向かって前向きに進む”の講話で締めくくられました。 
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8月 30日㈮～9月 3日㈫ 鳥取県立バリアフリー美術館作品展示 

9月 1日㈰～9月 15日㈰ きらめきアート展に出展 

9月 21日㈯～23日㈪ 東京吉祥寺 マジェルカ 展示販売会 

10月 3日㈭、10月 10日㈭ 出張アート 智頭久志谷児童館 

11月 3日㈰ もちがせふれあいまつり作品展示 

12月 21日～1月 5日 あいサポートアートとっとり展 

 

 

Iさん、Nさん二人展 

智頭の隣保館アート教室の指導に 

招聘されて長友先生の 

助手として参加のアーティストＴくん。 

東京吉祥寺のお店で「十人十色

の浜田くんの作品が売れている

瞬間に立ち会った！！」と感動

して連絡がありました。実は、

吉祥寺の「マジェルカ」さんで

３日間。鳥取のアーティストさ

んたちの作品販売がありまし

た。たくさん売れ、またご注文

も頂きました。感謝です。 

 

 

大活躍のアート 
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 本
昼 

本
夜 

 
どなたでも参加出来ます。好きな本、 

お気に入りの本を一冊持ってきて下さい。 

夜に開催は本夜、昼に開催は本昼。読書会。 

10 

本が好きなので楽しく参加出来

ました。参加の皆さんの好きな

事、関心のあることがもっと知

りたいと思います。 

        文/安田 知子 

ねこはるすばん/おいしくて太らない

ごはん/いぬほん/ねないこだれだ/あ

ふれでたのはやさしさだった/腸が変

われば病気にならない/ときめくカエ

ル図鑑/小学館の図鑑 NEO 昆虫② 
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８月 

Ûᴘ 

₴ 11 ȅǮǵ ˗ 

10月 
11月 

1日 ホーム 456スタッフ会議 

16日 成年後見人さん来所・面談 

22日 789作業所スタッフ会議 

24日 ちゃんちゃんスタッフ会議 

25日 鹿の子いきいきサロン参加 

28日 ちゃんちゃん運営推進会議 

3日 岸本理事長が鳥取環境大学にて NPOの話 

5日 ホーム 456スタッフ会議 

9日 稲の手刈りイベント 

19日 789作業所スタッフ会議 

27日 成年後見人さん来所・面談 

29日 鹿の子いきいきサロン参加 

   小地域懇談会参加 

30日 ちゃんちゃんスタッフ会議 

3日 ホーム 456スタッフ会議 

17日 789作業所スタッフ会議 

18日 成年後見人さん来所・面談 

21日 虐待防止内部研修 

23日 ちゃんちゃん運営推進会議 

25日 鳥取県立盲学校にて岸本理事長講演 

27日 鹿の子いきいきサロン参加 

29日 ちゃんちゃんスタッフ会議 

3日 もちがせふれあい祭り 

   作品出展、ステージ出演 

7日 ホーム 456スタッフ会議 

15日 成年後見人さん来所・面談 

24日 鹿の子いきいきサロン参加 

28日 789作業所スタッフ会議 
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編集後記･･･今年も年末が差し迫ってきました。漫然と過ごしているとあっという間に一年が終わってしまうの

で季節毎に気分を切り替えて行くのが大事だと思うのですが、季節の切り替わりが早すぎて

気持ちも体調も中々追いつくのが大変ですね。                          岸本 一平 

 

 

ご寄付ありがとうございました （令和 6年 8月２日～令和 6年 11月 27日迄) 
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ギフ鳥についての詳しい説明はこちらの QRコードからご覧ください。 

h֩ttps://www.pref.tottori.lg.jp/303522.htm  ֪
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